
に
の

へ
に

の
へ

市
議

会
だ

よ
り

市
議

会
だ

よ
り

　
９

月
１

日
   発

  行
令

和
 ３

年

6
0

6
0
号号

６
月

定
例

会
　

６
月

定
例

会
　

            
            

―
　

―
　

ＣＣ
ＯＯ

ＮＮ
ＴＴ

ＥＥ
ＮＮ

ＴＴ
Ｓ

　
―

Ｓ
　

―
定

例
会

の
概

要
・

   ・
・

・
・

・
・

・
・

２
定

例
会

の
概

要
・

   ・
・

・
・

・
・

・
・

２
主

な
議

案
の

内
容

  ・
・

・
・

・
・

・
・

２
主

な
議

案
の

内
容

  ・
・

・
・

・
・

・
・

２
主

な
質

疑
応

答
  ・

・
・

  ・
・

・
・

・
・

４
主

な
質

疑
応

答
  ・

・
・

  ・
・

・
・

・
・

４
討

論
討

論
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

５
・

・
・

５
審

議
結

果
、

賛
否

の
公

表
な

ど
    

審
議

結
果

、
賛

否
の

公
表

な
ど

    ・・
・

・
 ６

・
・

 ６
一

般
質

問
   ・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

７
　

一
般

質
問

   ・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
７

　
政

務
活

動
費

執
行

状
況

   ・
・

・
・

・
・

13
政

務
活

動
費

執
行

状
況

   ・
・

・
・

・
・

13
あ
つ
ー
い
夏
を
吹
き
飛
ば
せ
！

あ
つ
ー
い
夏
を
吹
き
飛
ば
せ
！

元
気

い
っ

ぱ
い

、
浄

法
寺

小
学

校
６

年
生

の
プ

ー
ル

学
習

元
気

い
っ

ぱ
い

、
浄

法
寺

小
学

校
６

年
生

の
プ

ー
ル

学
習

Yo
u

Tu
b

e
で

ネ
ッ

ト
中

継
配

信
中
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◆
改
正
の
内
容　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定

感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
の
廃
止
に
伴
い
、
二
戸

市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正

し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
定
義
を
設
け

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
二
戸
市
国
民
健
康
保
険
条
例
を
一
部

改
正
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
定
義
を

設
け
る
も
の
で
す
。

（
仮
称
）
二
戸
市
新
公
民
館
新
築
工
事
（
建
築
工
事
）

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆
契
約
金
額　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
４
９
０
万
円

◆
契
約
の
相
手
方　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
丹
野
組

財
産
（
車
両
）
の
取
得
に
つ
い
て                                   

　

二
戸
市
消
防
団
の
消
防
活
動
の
用
に
供
す
る
車
両
を
買

入
れ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
取
得
す
る
財
産　

 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　
　
　

 　

１
台

　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車 　

２
台

◆
取
得
予
定
価
格　
　
　
　
　
　

 　

 　

計
４
０
０
４
万
円

◆
契
約
の
相
手
方　
　
　
　
　

 　

 　

株
式
会
社
岩
野
商
会

令
和
３
年
度
二
戸
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）                                   

　

人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
や
そ
の
他
の
補
正
で
す
。

可
決

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
、
令
和

３
年
９
月
１
日
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
改
正
の
内
容　

引
用
法
令
の
号
ず
れ
を
改
め
、
保
有
す

る
個
人
情
報
を
訂
正
し
た
際
の
通
知
先
を
「
総
務
大
臣
」

か
ら
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
が
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
戸
市
手
数
料
条
例
に
定
め
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
項
目
を
削

る
も
の
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例                                    

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
定
義
を
引
用
し

て
い
た
法
令
が
一
部
改
正
等
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

可
決

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て                                   

　

次
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

【
農
業
委
員
会
委
員
】

　

二
戸
市
堀
野　
　
　
　
　
　
　
　

小 
林　

光 

子　

氏

二
戸
市
『 

転
倒
予
防
都
市
宣
言 

』
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て

　

小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
く
の
市
民
に
転
倒
予
防

の
重
要
性
を
広
め
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
と
と
も
に
、

安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
を
送
れ
る
健
康
社
会
の
構
築
の

た
め
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
市
に
対
し
、
「
転
倒

予
防
都
市
宣
言
」
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　　主な 議案の内容 定例会の概要、主な議案の内容　　定例会の概要、主な議案の内容　　

６月
定例会

　６月定例会は、６月１５日から６月２８日までの１４日間の会期で開かれました。
　本定例会では、令和３年度補正予算など９件の議案が市長から提出され、本会議や３つの
常任委員会で活発な議論が交わされました。
　審議の結果、全て同意、原案のとおり可決されたほか、請願１件が採択されました。
　一般質問には７人の議員が登壇し、市政全般にわたって市長や教育長の見解を求めました。

◆
補
正
額　
　
　

  　
　
　

    　

          

１
億
８
０
３
１
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
・
増
額
分
）
】

・
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

２
３
０
万
円

　

石
切
所
枋
ノ
木
６
区
町
内
会
の
集
会
所
建
設
へ
の
補
助
及
び
上
斗

米
上
野
部
落
会
と
浄
法
寺
大
嶺
地
域
振
興
会
へ
の
備
品
購
入
に
対
す

る
補
助
金

・
株
式
会
社
カ
ダ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
出
資
金　

   

４
５
０
０
万
円

　

同
社
が
整
備
す
る
収
益
施
設
に
対
す
る
追
加
出
資

令
和
３
年
度
二
戸
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）                                   

　

特
定
健
診
に
か
か
る
事
業
費
の
増
額
と
人
事
異
動
に
伴

う
人
件
費
の
補
正
で
す
。

◆
補
正
額　

事
業
勘
定　
　
　
　
　
　

 　

 　
　
　

44
万
円

　
　
　
　
　

診
療
施
設
勘
定　
　
　
　

  　

△
７
９
６
万
円

令
和
３
年
度
二
戸
市
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）           　
　
　
　
　
　
　
　
　

                 

　

国
庫
補
助
金
の
増
に
伴
う
事
業
費
の
増
額
と
人
事
異
動

等
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
で
す
。

◆
補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

８
億
８
１
１
７
万
円

 

令
和
３
年
度
二
戸
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）                                   

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済
を
支

援
す
る
た
め
の
７
事
業
費
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
広
域
対
応

に
向
け
た
体
制
整
備
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
支

給
を
実
施
す
る
た
め
の
補
正
で
す
。

◆
補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
億
３
９
１
０
万
円

可
決

可
決

請　
　

願

財　
　

産

―　主な議案の内容　―

可
決

条　
　

例

令
和
３
年
度
補
正

令
和
３
年
度
補
正
予予
算
な
ど
全

算
な
ど
全
９９
議
案
を
可
決

議
案
を
可
決

　　
    　

　
　

　
　
　

          　
　
　
　

一
般
会
計
は
３
億
１
９
４
２
万
円
を
追
加

一
般
会
計
は
３
億
１
９
４
２
万
円
を
追
加

契　
　

約

補
正
予
算

可
決

採
択

同
意

議論が白熱したカダルエステートへの出資案件

　　　　　　　　　　上棟式が終わり完成を待つばかり

可
決

可
決

人
事
案
件
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特
別
支
援
学
級
に
お
け
る

学
級
編
成
の
標
準
生
徒
数

が
８
人
と
な
っ
て
お
り
、

８
人
を
超
え
る
と
１
ク
ラ

ス
増
や
す
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

債
務
負
担
行
為

問 

債
務
負
担
行
為
２
千
万

円
の
内
容
は
。

答 

市
内
の
高
校
へ
通
う
通

学
費
用
の
２
分
の
１
を
補

助
し
た
場
合
の
額
。
本
議

会
に
お
い
て
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
で
き
な
い
方

に
対
し
て
の
ご
意
見
を
頂

戴
し
た
の
で
、
今
後
、
補

助
の
内
容
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

総
額
で
当
初
１
６
０
０
万
円
程
度
見
込

ん
で
い
た
も
の
が
、
６
５
０
０
万
円
程

度
に
増
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

問 

今
ま
で
、
市
の
負
担
割
合
は
３

分

の

１

だ

っ

た

が
、

今

回

な

ぜ
、

４
５
０
０
万
円
全
額
負
担
す
る
の
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
の
協
議
に
お
い

て
、
衛
生
面
で
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
導

入
や
人
に
優
し
い
建
築
と
い
う
こ
と
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
市
の
意

向
を
酌
ん
だ
内
容
で
整
備
し
て
頂
く
こ

と
を
踏
ま
え
、
増
額
分
を
全
額
負
担
す

る
判
断
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
校
生
へ
の
通
学
費
補
助

問 

市
内
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
に
対
す

る
通
学
費
補
助
の
内
容
は
。

答 

令
和
４
年
度
か
ら
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
市
内
の
高
校
２
校
に
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
に
通
学
費
用
の
２

分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
。
市
内
・
市

外
の
方
、
ど
ち
ら
も
対
象
と
な
る
。

浄
法
寺
漆
産
業
振
興
基
金

積
立
金

問  

基
金
残
高
と
目
的
は
。

答 

基
金
残
高
は
１
億
８ 

６
７
万
円
。
う
る
し
振
興

に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
植
栽
に
よ
る
原
木
確

保
や
塗
師
、
木
地
師
、
う

る
し
搔
き
職
人
の
人
材
育

成
に
活
用
し
て
お
り
、
今

年
度
は
２
９
０
０
万
円
程

活
用
し
た
い
。

機
械
器
具
費

問  

除
雪
機
械
購
入
の
詳

細
は
。
更
新
に
当
た
っ
て

は
機
械
の
種
類
の
見
直
し

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

旧
二
戸
地
区
に
11
ト

ン
級
、
浄
法
寺
地
区
に
は

14
ト
ン
級
の
除
雪
ド
ー
ザ

の
更
新
を
す
る
。
老
朽
化

の
定
義
は
使
用
年
数
25
年

以
上
の
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
今
回
は
約
30
年
使

用
し
、老
朽
化
し
て
い
る
。

今
後
、
更
新
に
際
し
て
は

株
式
会
社
カ
ダ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
へ
の
出

資
金
４
５
０
０
万
円
増
額

問 

新
た
な
温
泉
施
設
の
当
初
計
画
事

業
費
６
億
円
、
昨
年
提
案
し
た
事
業
費

７
億
５
０
０
０
万
円
、
今
回
提
案
の
事

業
費
７
億
９
５
０
０
万
円
に
つ
い
て
の

根
拠
は
。

答 

当
初
計
画
の
６
億
円
は
、
金
田
一

温
泉
周
辺
地
区
の
基
本
構
想
を
策
定
し

た
段
階
で
、
委
託
業
者
か
ら
提
案
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
カ
ダ

ル
エ
ス
テ
ー
ト
が
６
億
円
で
工
事
請
負

業
者
と
協
議
し
た
が
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
当
初
計
画
を
断
念
し
、
市
内
請

負
業
者
に
見
積
を
依
頼
し
、
概
算
で

７
億
５
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
今
回
の
７
億
９
５
０
０
万
円

の
内
訳
は
、
設
備
・
備
品
の
部
分
が

４
８
４
０
万
円
の
増
額
で
あ
り
、
ト
ー

タ
ル
で
４
５
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

問 

増
額
し
た
設
備
・
備
品
と
は
何
か
。

答 

設
備
で
は
、
給
排
水
設
備
工
事
と
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
部
分
で
あ
る
。
備
品
は
、

厨
房
関
係
、
寝
具
関
係
、
食
器
・
置
き

家
具
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
等
で
あ
る
。

主な質疑応答　　主な質疑応答　　　　主な 質疑応答、討論

議

案

審

議

保
健
業
務
向
上
支
援
委
託
料

問 

事
業
の
詳
細
は
。

答 

現
在
行
っ
て
い
る
保
健

事
業
を
、
組
み
合
わ
せ
を

変
え
な
が
ら
、
効
率
的
に

行
う
た
め
、
二
戸
の
健
康

づ
く
り
に
長
年
貢
献
さ
れ

て
い
る
地
元
の
医
師
会
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
再
構
築
し
て
い
く
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

中
学
校
費

問 

福
岡
中
学
校 

特
別
支

援
学
級
に
向
け
て
の
改
修

に
つ
い
て
、
内
容
は
。

答 

特
別
支
援
学
級
の
児

童
生
徒
が
増
え
た
こ
と
に

伴
い
、
普
通
教
室
を
特
別

支
援
学
級
に
向
け
て
改
修

す
る
も
の
。
一
つ
の
教
室

の
中
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
て
、

簡
単
に
仕
切
れ
る
よ
う
に

し
て
２
ク
ラ
ス
で
使
え
る

よ
う
に
改
修
す
る
も
の
。

文

教

福

祉

常

任

委

員

会

３３

年

度

一

般

会

計

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
予
算
（
第
４
号
）

問 

入
札
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。
今

ま
で
使
っ
て
い
た
車
両
の

引
き
取
り
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

答 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

１
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
２
台
、
計
３
台

の
入
札
を
行
い
、
昨
年
度

と
全
く
同
額
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。
入
札
の
結
果

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
て
い
る
。
引
き
取
り

に
つ
い
て
は
か
か
る
経
費

を
価
格
に
含
め
て
処
分
を

行
っ
て
い
る
。

公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業

費
（
新
温
泉
セ
ン
タ
ー
）

出
資
金
に
つ
い
て

問 

今
後
は
市
と
し
て
の
出

資
金
が
２
億
９
５
０
０
万

円
以
上
に
な
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

総

務

常

任

委

員

会

用
途
や
種
類
な
ど
見
直
し

て
い
き
た
い
。

問 

進
捗
状
況
と
今
年
度
の

整
備
予
定
を
伺
う
。

答 

面
積
ベ
ー
ス
で
全
体

88
・
４
㌶
に
対
し
て
約

56
・
１
％
の
約
49
・
６
㌶

が
完
了
し
て
い
る
。
二
戸

駅
停
車
場
線
の
沿
道
に
か

か
る
方
と
そ
の
一
つ
後
ろ

に
な
る
方
の
移
転
を
計
画

し
、
通
学
路
は
石
切
所
公

民
館
の
工
事
施
工
と
合
わ

せ
公
民
館
側
の
道
路
を
つ

く
り
、
そ
ち
ら
に
通
学
路

を
切
り
替
え
る
予
定
で
あ

る
。

産

業

建

設

常

任

委

員

会

財
産
（
車
両
）
の
取
得

財
産
（
車
両
）
の
取
得

に
つ
い
て

に
つ
い
て

地元高校で即戦技術を身に着ける

討討    

論論
　　

反
対
反
対
し
ま
す
！

し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

畠
中　

泰
子  

議
員

　

株
式
会
社
カ
ダ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
へ

の
出
資
金
増
は
重
大
な
変
更
に
も
か

か
わ
ら
ず
市
の
説
明
責
任
を
果
た
さ

ず
押
し
切
る
も
の
。
金
額
の
根
拠
が

不
明
瞭
で
、
こ
れ
ま
で
強
調
し
て
き

た
市
負
担
３
分
の
１
と
い
う
ス
キ
ー

ム
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
今
度
こ

そ
立
ち
止
ま
り
、
検
証
・
精
査
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
、
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　

出
堀　

満
則  

議
員

　

こ
れ
ま
で
公
民
連
携
事
業
費
を
変

更
す
る
度
、
明
確
な
積
算
根
拠
も
な

い
の
に
確
定
し
た
と
断
言
し
て
き
た

責
任
は
大
き
い
。
一
連
の
進
め
方
を

検
証
し
て
今
後
の
九
戸
城
跡
・
天
台

寺
周
辺
事
業
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
し
か
し
、
市
直
営
に
比
べ
て

事
業
費
３
億
円
差
、
過
疎
債
活
用
に

よ
る
実
質
負
担
１
億
円
、
さ
ら
に
金

田
一
プ
ー
ル
改
修
に
国
補
助
を
活
用

で
き
る
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

33
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特

年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

賛
成

反
対

３３

年

度

一

般

会

計

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
予
算
（
第
４
号
）

３３

年

度

一

般

会

計

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
６
号　

令
和
3
年
度
二
戸

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

畠
中　

泰
子  

議
員

　

市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

率
が
19
％
余
な
の
は
、
情
報
漏
洩
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
対
し
不
安
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。
国
の
デ
ジ
タ
ル

庁
の
開
設
に
合
わ
せ
て
個
人
情
報
管

理
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
ま
ま
行
政

事
務
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
、
懸
念

を
抱
く
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

議
案
第
１
号　

行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

反
対

反
対

　

岩
崎　

敬
郎  

議
員

　

公
民
連
携
事
業
が
事
業
費
増
で
も

規
模
縮
小
と
な
っ
て
い
る
の
は
見
切

り
発
車
し
た
た
め
で
あ
る
。
議
会
に

も
情
報
を
入
れ
ず
に
進
め
ら
れ
て
き

た
。
事
業
精
査
し
、
既
定
事
業
費
の

中
で
の
完
成
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

旧
温
泉
セ
ン
タ
ー
天
井
崩
落
な
ど
の

教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
う
え
、

責
任
回
避
す
る
姿
勢
に
は
全
く
共
感

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

完成が待たれる温泉センターとプール

学校見学会で熱心に話を聞く中学生

　石切所公民館前を通学路に工事中

　

内
沢　

真
申  

議
員

　

い
ま
一
度
公
民
連
携
事
業
の
原
点

に
立
ち
返
る
べ
き
。
市
が
発
注
し
指

定
管
理
す
る
よ
り
、
大
幅
な
事
業
費

抑
制
と
積
極
的
運
営
が
成
果
と
な

る
。
ス
キ
ー
ム
の
複
雑
さ
ゆ
え
一
貫

性
や
整
合
性
に
欠
け
る
説
明
で
あ
っ

た
が
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
心

待
ち
に
す
る
市
民
も
多
く
、
今
後
の

丁
寧
な
説
明
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成

３３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

答 

工
事
の
施
工
に
つ
い
て

は
現
場
の
状
況
に
よ
り
増

減
の
要
素
は
あ
る
が
、
資

金
調
達
が
必
要
な
状
況
に

な
る
こ
と
は
な
い
。

問 

カ
ダ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
か

ら
見
込
め
る
市
の
収
入
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
。

答 

固
定
資
産
税
と
し
て

４
０
０
万
円
、
公
園
を
施

設
敷
地
と
し
て
貸
す
こ
と

に
よ
る
土
地
の
賃
借
料
と

し
て
１
０
０
万
円
、
合
わ

せ
て
５
０
０
万
円
ほ
ど
と

見
込
ん
で
い
る
。
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一 般 問質
審議結果、賛否の公表など　　審議結果、賛否の公表など　　

市政を問う！市政を問う！

 髙 村　人 司　議員　…………………  Ｐ７

１．福岡工業高校に対しての取り組みについて
２．ワクチン接種時の交通手段について
３．GIGA スクールの現状について
４．タブレット使用時の視力への影響と対策に
　　ついて

 國 分　敏 彦　議員　…………………  Ｐ８

１．子育て支援について
２．地域商品券発行について
３．森林整備について
４．金田一温泉センターについて
５．通学路の安全確保について

 駒 木　　 昇　議員　…………………  Ｐ８

１． 高齢者のワクチン接種について

 内 沢　真 申　議員　…………………  Ｐ９

１．第２期二戸市まち・ひと・しごと創生総合
　　戦略の各施策について

田 口　一 男　議員　…………………  Ｐ 10

１． 市消防団員の待遇改善等について
２． 特別支援学校の小中高一貫校について

 小田島 行 伸　議員　…………………  Ｐ 10

１．二戸市消防団屯所の改善要望について

 畠中　泰子　議員　…………………  Ｐ 11

１．新型コロナウイルス感染症対策とコロナ禍
　　で浮かび上がった課題への対応について
２．納得できない拙速・不合理な高校再編計画
　　決定について
３．公民連携まち再生事業について

７７人の議員が一般質問人の議員が一般質問
　一般質問は、議員が市政全般にわた

り事業の執行状況や考え方などを執行

機関に質問するものです。

　本定例会では７人の議員が、下記の

項目について質問に立ちました。

で
あ
る
。
県
事
業
は
予
算
の
調

整
が
あ
り
財
源
と
し
て
不
確
実
。

市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
臨

時
便
や
福
祉
車
両
に
よ
る
移
動

支
援
に
よ
り
、
必
要
な
対
象
者

に
配
慮
し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー

業
界
へ
の
支
援
は
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
よ
り
す
で
に
実

施
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒

板
を
使
っ
た
授
業
は
も

う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
視
力

へ
の
影
響
と
そ
の
対
策
は
。

教
育
長　

３
月
末
ま
で

に
全
小
中
学
校
に
児
童

生
徒
・
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
及

び
電
子
黒
板
の
配
備
が
完
了
し

て
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
授
業

が
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
る
。
市

教
委
と
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

が
、
先
生
方
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ス

キ
ル
の
向
上
を
支
援
し
て
い
る
。

　

市
内
の
児
童
生
徒
の
視
力
は

全
国
平
均
よ
り
良
好
な
状
態
で

あ
る
。
視
力
の
低
下
を
防
ぐ
た

め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
、
目

の
健
康
に
配
慮
し
て
い
く
。

Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
進
捗
状
況

校
紹
介
パ
ン
フ
の
作
成
費
用
を

補
助
④
来
年
度
か
ら
市
外
か
ら

市
内
高
校
へ
の
通
学
費
を
補
助
。

　

工
業
高
校
の
存
続
は
入
学
者

増
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

市
と
し
て
全
力
で
支
援
す
る
。

バ
ス
運
行
の
な
い
地
域

の
支
援
に
、
県
の
タ
ク

シ
ー
事
業
を
活
用
で
き
な
い
か
。

タ
ク
シ
ー
業
界
支
援
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

個
人
の
タ
ク
シ

ー
利
用
は
補
助
対
象
外

工
業
高
校
存
続
の
た
め
の
取
り
組
み
は

入
学
者
増
に
向
け
全
力
で
支
援
す
る

さ
ら
な
る
生
徒
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
具

体
的
に
伺
う
。

市
長　

県
立
学
校
に
つ

き
基
本
的
に
は
県
責
任

で
、
地
域
の
役
割
や
生
徒
の
進

路
希
望
の
実
現
を
見
据
え
、
生

徒
確
保
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
次
の
４
点
を
支
援

す
る
予
定
で
あ
る
。
①
学
校
説

明
会
や
見
学
会
に
市
内
各
中
学

校
か
ら
バ
ス
を
運
行
②
市
広
報

に
掲
載
の
市
内
高
等
学
校
特
集

を
別
刷
に
し
、
中
学
生
全
員
に

配
布
③
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
学

問答

議案番号等 議　案　名　等 審議結果

議案

1
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴う関係条例

の整理に関する条例
可決（賛成多数）

2 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正等に伴う関係条例の整理に関する条例 可決（全員賛成）

3 （仮称）二戸市新公民館新築工事（建築工事）の請負契約の締結について 可決（全員賛成）

4 財産（車両）の取得について 可決（全員賛成）

5 農業委員会の委員の任命について 同意（全員賛成）

6 令和３年度二戸市一般会計補正予算（第４号） 可決（賛成多数）

7 令和３年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

8 令和３年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

9 令和３年度二戸市一般会計補正予算（第５号） 可決（全員賛成）

報告

１ 二戸市ふるさと振興株式会社の経営状況について 報告

２ 二戸市一般会計繰越明許費の報告について 報告

３ 二戸市下水道事業特別会計繰越明許費の報告について 報告

４ 二戸市土地区画整理事業特別会計繰越明許費の報告について 報告

５ 二戸市水道事業会計予算繰越の報告について 報告

６ 二戸市一般会計継続費の報告について 報告

請願 １ 二戸市「転倒予防都市宣言」を求める請願について 採択（全員賛成）

審議結果

問

答

　定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ（周定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ（周
波数 77.9 ＭＨｚ）で録音放送をしています。波数 77.9 ＭＨｚ）で録音放送をしています。
放送日程は、二戸市議会またはカシオペア放送日程は、二戸市議会またはカシオペア
ＦＭのホームページでご確認ください。  ＦＭのホームページでご確認ください。  

一般質問をラジオで放送しています一般質問をラジオで放送しています

髙村  人司 議員

議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 18
新
畑　

鉄
男

三
浦　

利
章

髙
村　

人
司

石
輪　

成
人

沼
井　

賢
壮

小
田
島
行
伸

畠
中　

泰
子 

田
口　

一
男

駒
木　
　

昇

米
田　
　

誠

出
堀　

満
則

内
沢　

真
申

國
分　

敏
彦

岩
崎　

敬
郎

田
中　

勝
二

菅
原　

恒
雄

田
代　

博
之

議案第 1 号  行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の
整理に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号  3 年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議 ○ ○ × × ○ ○ ○

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
交
通
支
援

答

タブレットで勉強がんばるぞー！浄法寺小児童

議会活動の報告 （ 6 月から 8 月 ）

6 月 26 日
    二戸市・三戸町・田子町議会議員
    協議会   監査、役員会
7 月 5 日
　広聴広報委員会 広報部会
7 月 7 日
　議会改革検討委員会
　会派代表者会議
　ICT 推進プロジェクトチーム会議
7 月 15 日
　議員全員協議会
7 月 19 日
　会派代表者会議
7 月 27 日
　議会運営委員会
　令和 3 年 7 月臨時会

7 月 28 日
　カシオペア連邦議会議員協議会
　総会、研修会
7 月 30 日
　議会改革検討協議会講習会
　会派代表者会議
　ICT 推進プロジェクトチーム会議
8 月 2 日
　議会運営委員会
8 月 5 日
　議会運営委員会
8 月 10 日
　広聴広報委員会 広報部会
　ICT 推進プロジェクトチーム会議
　会派代表者会議
8 月 12 日
　議会運営委員会
　令和 3 年 8 月臨時会 
　会派代表者会議
　議会改革推進協議会

 

6 月 9 日
　閉会中の総務常任委員会
　閉会中の文教福祉常任委員会
　閉会中の産業建設常任委員会
　ICT 推進プロジェクトチーム会議
6 月 11 日
　議会運営委員会
6 月 15 日～ 28 日
　令和 3 年 6 月定例会
6 月 15 日
　市政調査会  幹事・監査会（役員会）
6 月 18 日
　ICT 推進プロジェクトチーム会議
6 月 22 日
　市政調査会総会
6 月 28 日
　議会運営委員会
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一 般 問質一 般 問質 　
 　　

 　　
 　　

 　　
 　　

 　　
 

　　　
ボ
ン
宣
言
を
行
っ
た
。
折
爪
岳

や
稲
庭
岳
で
の
県
企
業
局
や
民

間
事
業
者
に
よ
る
風
力
発
電
の

設
置
支
援
、
電
気
自
動
車
充
電

施
設
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
今
後
は
、
現
在
の
風
力
発

電
施
設
の
設
置
支
援
を
継
続
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
脱
炭

素
化
を
地
域
内
経
済
循
環
に
活

か
す
手
法
に
つ
い
て
研
究
し
な

が
ら
進
め
る
。

関
係
人
口
に
つ
い
て
、

人
が
活
躍
で
き
る
場
の

創
出
や
発
信
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。市

長　

人
づ
く
り
や
関

係
人
口
の
拡
大
に
つ
い

て
、
第
１
期
戦
略
か
ら
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま

内沢 真申 議員

③
任
意
接
種
に
つ
き
本
人
の
判

断
を
尊
重
し
、
個
別
の
積
極
的

な
推
奨
は
行
わ
な
い
。
現
時
点

で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
も
有

効
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

広
報
等
で
周
知
し
て
い
く
。　

④
国
の
定
め
る
医
療
従
事
者
で

は
な
い
の
で
、
一
般
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
と
し
て
、
接
種
券

が
届
い
て
か
ら
受
け
る
考
え
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　

⑤
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
重
篤
な
副
反
応
が
疑

わ
れ
る
事
例
は
な
い
が
、
予
診

段
階
に
お
い
て
、
発
熱
や
腕
の

現
時
点
で
具
体
的
な
日
程
は
お

示
し
で
き
か
ね
る
。

接
種
の
加
速
化
と
し
て

県
の
支
援
チ
ー
ム
に
つ

い
て
の
報
道
が
あ
る
。
市
は
支

援
が
必
要
な
状
態
か
。

市
長　

お
願
い
す
る
方

向
で
あ
る
。

痛
み
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。　

⑥
二
戸
医
師
会
、
二
戸
薬
剤
師

会
、
県
立
二
戸
病
院
の
協
力
に

よ
る
体
制
強
化
で
週
１
２
０
０

回
～
２
８
０
０
回
の
接
種
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
接
種
を

並
行
す
る
こ
と
で
、
７
月
末
完

了
が
見
通
せ
る
状
況
に
あ
る
。

⑦
現
接
種
体
制
は
一
時
的
な
も

の
で
あ
り
、
長
期
の
実
施
は
地

域
の
医
療
体
制
に
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
改
め

て
接
種
体
制
を
再
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。
医
師
会
や
関
係
機

関
と
検
討
を
進
め
て
い
く
が
、

⑦
64
歳
以
下
の
接
種
見
通
し
に

つ
い
て
。市

長　

①
キ
ャ
ン
セ
ル

の
場
合
は
予
約
済
の
方

に
接
種
日
変
更
の
お
願
い
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
に

よ
り
ワ
ク
チ
ン
を
廃
棄
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
優
先
接
種
対
象

で
あ
る
医
療
従
事
者
や
高
齢
者

施
設
従
事
者
に
接
種
し
て
い
る
。

②
希
望
者
接
種
が
原
則
で
あ
り
、

不
安
な
方
は
か
か
り
つ
け
医
へ

相
談
し
て
い
る
も
の
と
推
察
し

て
、
あ
え
て
把
握
す
る
考
え
は

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

①
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
の
仕
組
み

と
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合
の

ワ
ク
チ
ン
の
処
理
に
つ
い
て
。

②
基
礎
疾
患
が
あ
る
た
め
予
約

し
な
い
方
の
把
握
に
つ
い
て
。

③
接
種
を
希
望
し
な
い
方
へ
の

対
応
に
つ
い
て
。　
　
　
　
　

④
危
機
管
理
の
た
め
市
長
の
優

先
接
種
に
つ
い
て
。　
　
　
　

⑤
副
反
応
の
報
告
は
あ
る
か
ど

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
7
月
接
種
完
了
は
可
能
か
ど

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
る
動
き

が
強
ま
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

行
政
を
ど
の
よ
う
に
提
供
す
る

の
か
。市

長　

県
内
９
市
町
村

に
よ
る
い
わ
て
北
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
共
同
利
用
推
進
協

議
会
の
設
置
や
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
市
民
通
報
シ

ス
テ
ム
の
運
用
、
公
共
施
設
の

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
な
ど
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
整
備
し
、
市

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
き
た
。
今
後
は
、
国
の

示
す
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
及

び
二
戸
市
地
域
情
報
化
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
本
市
に
合
っ
た

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
利
便

性
の
向
上
に
努
め
た
い
。

で
も
漆
掻
き
や
漆
塗
り
、
果
樹

農
家
な
ど
、
平
成
24
年
度
以
降

20
人
の
方
が
移
住
さ
れ
て
い
る
。

漆
の
林
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協

定
を
は
じ
め
と
し
た
連
携
協
定

や
天
台
寺
周
辺
地
区
で
の
ラ
ジ

オ
de
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
関

係
人
口
の
創
出
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
本

市
の
と
が
っ
た
部
分
を
工
夫
し

な
が
ら
発
信
し
、
人
が
輝
き
、

様
々
な
場
面
で
活
躍
の
場
が
増

え
る
こ
と
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
た
い
。　
　
　
　
　
　

　

第
２
期
創
生
総
合
戦
略
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
は

地
域
内
経
済
循
環
に
活
か
す
手
法
を
研
究

第
２
期
二
戸
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
こ
創
生
総

合
戦
略
に
つ
い
て
、
地
域
内
経

済
循
環
を
つ
く
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
電
力
や
燃
料
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
関
す
る
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。

市
長　

市
で
は
平
成
31

年
２
月
に
横
浜
市
と
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
通
じ
た
連
携
協
定
を
締
結
し
、

令
和
元
年
12
月
に
は
県
北
地
域

９
市
町
村
合
同
で
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
ゼ
ロ
カ
ー

キ
ャ
ン
セ
ル
や
非
希
望
者
へ
の
対
応
は

　
　

任
意
接
種
に
つ
き
本
人
判
断
を
尊
重

問

答

一 般 問質

問答

の
が
課
題
で
あ
っ
た
。
今
後
は

大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
業

種
が
効
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
支
援
を
検
討
し
た

い
。

森
林
環
境
税
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
森
林
整

備
を
進
め
る
の
か
。

市
長　

森
林
経
営
管
理

制
度
に
基
づ
き
、
今
後

の
森
林
経
営
や
管
理
に
つ
い
て

の
考
え
を
尋
ね
る
森
林
経
営
管

理
意
向
調
査
を
令
和
２
年
度
か

國分 敏彦 議員
て
は
、
平
成
24
年
か
ら
９
年
間

で
１
３
３
件
の
実
績
が
あ
っ
た
。

こ
の
事
業
は
モ
ニ
タ
ー
終
了
後

に
返
却
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
の
誕
生
を
記
念
し
た
漆
器

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
考
え
て

い
き
た
い
。
幼
少
期
か
ら
日
常

的
に
漆
器
に
触
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
愛
郷
心
の
醸
成
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
。

市
内
経
済
に
弾
み
を
つ

け
る
た
め
に
も
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
が
必
要
で
は

な
い
か
。市

長　

コ
ロ
ナ
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て
は
昨
年

度
に
事
業
者
を
訪
問
し
、
聞
き

取
り
な
ど
を
行
い
、
事
業
者
に

沿
っ
た
形
で
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
状
況

把
握
に
努
め
て
い
る
。
プ
レ
ミ

ア
ム
地
域
商
品
券
は
、
消
費
税

増
税
に
伴
う
消
費
喚
起
対
策
と

し
て
、
平
成
27
年
度
と
令
和
元

年
度
の
２
回
実
施
し
て
い
る
。

飲
食
店
や
小
売
店
な
ど
で
は
消

費
喚
起
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た

漆
器
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て
の
考
え
は

愛
郷
心
の
醸
成
に
つ
な
げ
た
い

生
ま
れ
た
お
子
様
に
ベ

ビ
ー
モ
ニ
タ
ー
や
漆
食

器
な
ど
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と

は
い
か
が
か
。

市
長　

乳
児
の
見
守
り

や
事
故
防
止
と
し
て
、

保
育
施
設
や
個
々
の
家
庭
で
保

育
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
市
の
育

児
指
導
と
し
て
は
、
家
庭
で
の

家
事
な
ど
の
際
に
は
、
乳
児
の

目
の
届
く
と
こ
ろ
に
、
一
緒
に

移
動
し
な
が
ら
見
守
り
し
て

い
く
よ
う
に
指
導
を
し
て
い

る
。
漆
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
関
し

問答

問答

問

問

答

駒木 　昇 議員

問答

ら
の
５
年
間
の
予
定
で
実
施
し

て
い
る
。
新
た
な
事
業
と
し
て

は
間
伐
や
下
刈
り
を
は
じ
め
と

し
た
森
林
整
備
も
必
要
で
あ
り

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
適

切
な
森
林
管
理
を
行
う
こ
と
も

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
当
市

の
特
色
で
あ
る
漆
産
業
の
育
成

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も

一
例
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問 答

水源を守り災害を防ぐ森林

地
域
商
品
券
発
行
に
つ
い
て

森
林
整
備
に
つ
い
て

順調に進んでいるワクチン接種

答

風エネルギーで CO2 排出ゼロを目指す
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一 般 問質一 般 問質

　
　

は
、
災
害
時
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
も
の

の
、
使
用
ル
ー
ル
や
制
限
が
あ

る
。
常
備
消
防
（
消
防
署
）
サ

イ
ド
で
運
用
し
て
い
た
だ
き
、

市
は
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
的
課
題
と
現
場
対
応
能
力
を

強
化
し
た
い
。
今
後
の
導
入
は
、

社
会
情
勢
を
見
な
が
ら
、
常
備

消
防
サ
イ
ド
と
相
談
し
考
え
て

い
く
。特

別
支
援
教
育
の
充
実
に

向
け
て
小
中
高
一
貫
校
実

現
へ
の
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
強

く
要
望
し
て
き
た
結
果
、

今
年
５
月
の
県
教
委
が
示
し
た

令
和
３
～
10
年
度
の
岩
手
県
立

特
別
支
援
学
校
整
備
計
画
に
正

式
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
計
画
に

よ
る
と
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

新
設
校
の
検
討
、
基
本
構
想
の

策
定
、
10
年
度
ま
で
に
新
設
校

開
校
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
る
。
た
だ
し
、
設
置
場
所
が

福
岡
工
業
高
校
内
と
明
記
さ
れ

て
お
り
、
県
教
育
長
が
来
市
し

た
際
に
市
長
が
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
福
岡
工
業
高
校
の
再
編
計

画
と
は
全
く
別
物
で
あ
る
と
の

答
え
で
あ
っ
た
。

団
か
ら
の
要
望
の
聞
き
取
り
の

状
況
と
市
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
所
有
の
屯
所

改
善
要
望
に
つ
い
て
は
、

分
団
長
・
団
本
部
を
通
じ
て
担

当
課
が
把
握
し
、
修
繕
や
装
備

品
の
補
充
な
ど
計
画
的
に
対
応

を
し
て
い
る
。
今
年
度
は
下
斗

米
地
区
屯
所
を
建
て
替
え
、
新

施
設
に
は
男
女
別
の
簡
易
水
洗

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
な
ど
、
今

後
の
女
性
団
員
確
保
を
進
め
て

い
く
た
め
の
改
善
を
し
て
い
る
。

順
次
計
画
的
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。

市
の
所
有
で
な
く
と
も

改
善
要
望
が
あ
れ
ば
、

市
の
補
助
は
受
け
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
長　

市
所
有
で
な
く
と

も
消
防
団
活
動
に
活
用

さ
れ
て
い
る
限
り
、
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
拠
点
で
あ
る
。

必
要
な
修
繕
等
は
当
然
市
が
行

う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
消
防

団
活
動
は
人
と
物
が
両
方
備
わ

っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
人
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
入
団

開
始
し
た
機
能
別
団
員
は
、
基

本
団
員
へ
の
後
方
支
援
活
動
を

行
う
な
ど
活
躍
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
女
性
団
員
も
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
品
に

つ
い
て
も
、
団
本
部
と
協
議
し

な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し
て
い

く
。

市
内
64
の
屯
所
の
う
ち
、
市
所

有
は
49
、
常
会
所
有
は
15
あ
る
。

消
防
団
の
活
動
は
火
災

だ
け
で
は
な
く
台
風
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
自
然
災
害
へ
の
警
戒
の
た
め
、

長
時
間
屯
所
に
滞
在
す
る
こ
と

が
あ
る
が
、
施
設
が
古
い
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
水
道
が

来
て
い
て
も
小
便
器
が
一
つ
し

か
な
い
屯
所
も
あ
り
、
大
変
不

便
な
思
い
を
し
て
い
る
。
水
洗

ト
イ
レ
へ
の
改
修
に
つ
い
て
長

年
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た
が

改
善
に
至
っ
て
い
な
い
。
消
防

市
内
各
地
の
消
防
団
屯

所
の
所
有
者
は
誰
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

旧
二
戸
市
の
屯

所
は
全
て
市
が
建
設
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
旧
浄
法
寺

町
は
町
と
常
会
で
建
て
た
も
の

が
混
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
合

併
の
際
に
、
浄
法
寺
地
区
で
一

つ
の
分
団
が
複
数
所
有
し
て
い

る
場
合
、
そ
の
う
ち
の
一
か
所

を
拠
点
屯
所
と
定
め
て
、
市
が

所
有
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

消
防
団
屯
所
の
改
善
に
つ
い
て

要
望
に
は
順
次
計
画
的
に
対
応
し
て
い
く

や
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

２
月
19
日
発
生
の
浄
法

寺
地
区
直
下
型
地
震
を

ふ
ま
え
た
速
や
か
な
情
報
発
信

と
、
人
的
不
足
を
補
う
た
め
の

ド
ロ
ー
ン
等
機
器
の
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

当
該
地
震
に
つ
い

て
は
、
３
月
９
日
付
地
震

調
査
研
究
推
進
本
部
地
震
調
査

委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、
危

険
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
で

は
な
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

万
一
、
震
度
５
以
上
の
揺
れ
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
災

行
政
無
線
の
自
動
放
送
が
あ
る

し
、
本
年
度
か
ら
は
、
防
災
ラ

ジ
オ
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
も

始
ま
る
。
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

消
防
団
員
報
酬
等
の
引
き
上
げ
は

消
防
団
と
協
議
し
県
内
と
均
衡
を
図
る

消
防
団
員
年
額
報
酬
は

県
内
で
も
低
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
改
善
策
を
伺
う
。

市
長　

全
国
的
な
団
員

数
減
少
と
役
割
多
様
化

を
憂
慮
し
て
、
消
防
庁
は
処
遇

改
善
策
を
定
め
る
通
知
を
し
て

い
る
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
手

当
額
の
引
上
げ
な
ど
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
県
全
体
で
は
多
い

ほ
う
か
ら
６
番
目
で
あ
る
。
今

後
も
報
酬
等
に
つ
い
て
県
内
他

市
町
村
と
均
衡
を
図
る
よ
う
消

防
団
と
協
議
し
て
い
く
。
併
せ

て
、
装
備
品
に
つ
い
て
も
更
新

問 問答

問

答

答

畠中 泰子 議員 田口 一男 議員

答

問

答

答き
る
限
り
の
支
援
策
を
講
じ
、

入
学
者
数
増
に
つ
な
げ
る
努
力

を
す
る
。
多
く
の
機
会
を
と
ら

え
て
県
に
要
望
し
て
い
く
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　

福
岡
工
業
高

校
の
生
徒
の
資
格
取
得

の
み
に
援
助
す
る
こ
と
は
、
現

在
考
え
て
い
な
い
。

カ
ダ
ル
テ
ラ
ス
金
田
一

整
備
に
４
５
０
０
万
円

の
出
資
金
増
は
説
明
責
任
を
果

た
さ
ず
押
し
切
る
も
の
で
あ
る
。

事
業
の
検
証
を
さ
れ
た
い
。

市
長　

詳
細
設
計
が
ほ

ぼ
完
了
し
最
終
事
業
費

７
億
９
５
０
０
万
円
と
見
込
ま

れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
債

務
の
在
り
方
等
を
再
検
討
し
、

追
加
出
資
を
行
う
判
断
を
し
た
。

副
市
長　

再
度
の
追
加

出
資
に
つ
い
て
事
前
の

説
明
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

様
々
な
機
会
に
説
明
を
し
た
い
。

ケ
ア
労
働
の
低
賃
金
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
生
理
の
貧

困
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
か
び

上
が
っ
た
社
会
の
脆
弱
性
や
課

題
へ
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　

ひ
と
り
親
世
帯

に
対
し
て
市
独
自
で
応

援
特
別
給
付
金
支
給
を
行
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
支
援
策
を
講

じ
て
い
く
。
生
理
の
貧
困
は
状

況
を
把
握
し
、
対
応
に
努
め
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
市
に
実
際

に
い
れ
ば
関
係
団
体
等
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

県
教
委
あ
て
に
、
高
校

再
編
計
画
決
定
は
承
服

で
き
な
い
表
明
と
、
統
合
は
留

保
し
推
移
を
見
守
る
要
望
を
さ

れ
た
い
。
資
格
取
得
費
用
軽
減

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

４
月
の
説
明
会

の
意
見
の
ほ
と
ん
ど
が

福
岡
工
業
高
校
の
存
続
と
２
学

科
維
持
で
あ
っ
た
。
回
答
も
な

い
ま
ま
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
誠

に
遺
憾
。
福
岡
工
高
の
存
続
と

２
学
科
維
持
の
た
め
に
市
が
で

コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
者
支
援
の
強
化
は

売
上
減
少
で
厳
し
い
業
種
に
支
援
を
検
討
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
優
先
対
象
は
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
方
の
次
に
、介
護
・

障
害
児
者
施
設
、
教
育
保
育
施

設
や
学
校
等
の
職
員
等
と
す
べ

き
で
あ
る
。
苦
境
に
あ
る
事
業

者
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

教
育
保
育
施
設

関
係
者
等
を
優
先
対
象

と
す
る
意
見
は
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
飲
食
、
宿
泊
、
交

通
や
、
こ
れ
ら
と
関
連
す
る
卸

売
・
小
売
な
ど
、
売
上
げ
減
少

で
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
業

種
に
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

問答

答

答 問

答

小田島行伸 議員

答

問

問

答

災害増により活躍が期待される消防団

高
校
魅
力
化
支
援

問

火の見塔がレトロな浄法寺地区の屯所

問 特
別
支
援
教
育

資格取得は全国トップクラスの
福岡工業高校

公
民
連
携
事
業
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　　　　　　臨時会など

　政務活動費は、議員が調査研究や研修、広聴広報、市民相談などの活動を行う際

の経費として交付されるもので、当市では議員１人当たり月１万円、年間 12 万円が

交付されました。令和２年度の各議員の執行状況は下記のとおりです。

※支出の内訳のうち、「要請・陳情活動費」「会議費」「人件費」は支出実績がなかったため記載していません。
※交付額 12 万円を超える支出額は、自己負担となります。
※実支出額が 12 万円に満たない場合は、残金を市に返還しています。

令和２年度  令和２年度  

政務活動費政務活動費
執行状況執行状況

　政務活動費の収支一覧は市議会ホームページにも掲載しています。

　収支報告書等の閲覧を希望する場合は所定の手続きが必要となりますので、議会事務局までお問い合わせください。

　 政 務 活 動 費 執 行 状 況

議 員 名 実支出額
支　出　の　内　訳

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 資料作成費 資料購入費 事務所費

新畑　鉄男 0    

三浦　利章 0    

髙村　人司 63,140      5,000    13,448    44,692

石輪　成人 123,086    100,000    23,086

沼井　賢壮 122,108   37,760    78,430 5,918

小田島  行伸 130,000 130,000

畠中　泰子 170,592    8,870    83,718  78,004

田口　一男 105,856        90,332 15,524

駒木　　昇 100,330    10,340    31,087    39,823  19,080

米田　　誠 56,490     56,490

出堀　満則 121,500    100,000    21,500

内沢　真申 120,000    120,000

國分　敏彦 132,811    3,240    86,020    770    42,781

岩崎　敬郎 139,818    121,000    18,818

田中　勝二 108,452    92,290 16,162

菅原　恒雄 134,483    134,483

田代　博之 27,614 4,970   22,644

合　計 1,656,280 12,110 253,100    207,020    31,087    142,729  929,849    80,385

（単位：円）

( 議席番号順 )

　　令和３年５月 24 日に令和３年５月臨時会が招集されました。
　　市長より提出された議案６件が全員賛成で原案のとおり承認・可決されました。

　■ 議案第１号【 専決処分の承認を求めることについて　二戸市税条例等の一部を改正する条例 】
　■ 議案第２号【 専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　  令和 2 年度二戸市一般会計補正予算（第 15 号） 】　  　　　　　　　　　補正額　△ 3,025 万円
　■ 議案第３号【 専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　  令和 2 年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第 10 号） 】　　　　  補正額　△ 4,199 万円
　■ 議案第４号【 専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　  令和 2 年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第 5 号） 】　　　　　　補正額　　△ 154 万円
　■ 議案第５号【 専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　  令和 3 年度二戸市一般会計補正予算（第 2 号） 】　　　　　　　　　　　補正額　　  2,006 万円
    ■ 議案第６号【 令和 3 年度二戸市一般会計補正予算（第 3 号） 】　　　　　　　　　　　補正額　　  8,847 万円

令和３年５月　臨時会令和３年５月　臨時会

　令和 3 年 7 月 15 日（木）、定例の市議会議員全員協議会が開催されました。今回は当局より、二戸市地域公共
交通計画及び新型コロナワクチン接種について説明を受けたあと、二戸市教育振興基本計画の概要について教育部
長 佐藤春彦 氏を講師に迎え研修会を行いました。最後に、全国市議会議長会定期総会についてほか４件について議
会から選出された委員の報告を受け議員間で情報を共有しました。

　　令和３年７月 27 日に令和３年７月臨時会が招集されました。
　　市長より提出された議案２件が全員賛成で原案のとおり承認・可決されました。

　■ 議案第１号【 財産（車両）の取得について 】
　■ 議案第２号【 令和 3 年度二戸市一般会計補正予算（第 6 号） 】　  　　　　　　　　          補正額　 12,995 万円

令和３年７月　臨時会令和３年７月　臨時会 ぎかいにようこそ
　６月 21 日、社会科学習のため市役所を訪れた金

田一小学校３年生の児童たちが、３階の市議会議場

を見学しました。初めて見る議場に興味津々…議会

について学びました。

　　　

　登山が趣味なので、
折 爪 岳 の 環 境 が 気 に
な り ま す。 折 爪 岳 の
自 然 を 活 か し た 観 光
の 発 信 が あ れ ば う れ
しいです。　

（福岡・69 歳 女性）　

ご意見箱
クイズに応募された皆さまの
ご意見をご紹介します。

　　　　
　福工存続傍聴行っ
てきました。孫たち
のためによろしくお
願いします。

（福岡・75 歳 女性）

　不安な毎日が続く中、
コロナ対策・ワクチン
接種の協議により市民
が安心して暮らせるよ
う尽力頂きたいです。

（堀野・28 歳 女性）

　　　　

　60 歳を過ぎても
働く場所がほしいで
す。年金だけでは暮
らすことが難しいで
すからね。

（金田一・66 歳 女性）

議長席でピース！未来の議員さんたち

議員全員協議会【定例】を開催議員全員協議会【定例】を開催
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９月定例会を開催します９月定例会を開催します

　私たち「わわカフェ」 は地域の賑わいを取り戻すため、2017 年か
ら市民団体活動補助金を活用して、さまざまなイベントを行っていま
す。今年はコロナ禍で無理かと思いましたが、若い方々のご協力によ
り 7 月 10 日 に「 七 夕 ま つ り 」 を 開 催 す る こ と が で き ま し た。 夜 の
ライトアップ、七夕コンテスト、昔の子ども遊び、特に紙ひこうき競
争は大好評で、自分で折った飛行機を飛ばす子ども達の元気な笑い声
が 町 中 に こ だ ま し ま し た。 ま た、 地 区 の 人 口 と 同 じ 3,770 羽 の 折 鶴
を浄法寺小中学校や各団体の方に折っていただき、総合支所に飾りま
した。この祭りには社会福祉協議会をはじめ、町中の方々に気持ちよ
くご協力いただきました。感謝いたします。

まちなか賑わいまつりを終えてまちなか賑わいまつりを終えて声 の

KOE NO HIROBA

ひひろろ
ばば

 「 二戸市『 ●●●● 都市宣言

を求める請願』が採択されました 」    

次回の定例会は、９月６日（月）に開会の予定です。

詳しい日程につきましては、二戸市議会ホームペー

ジでご確認いただくか、議会事務局までお問い合わ

せください。      （ 電話  23-1685 ）

右のＱＲコードからも

ホームページにアクセス

できます→

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

（ ４文字 ）
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議会だよりクイズ
よーく読めば答えが見つかる！

　　（  前回の答え…   「 相馬大作没後２００周年記念顕彰事業の令和３年度予算は 340 万円です 」  ）

【 浄法寺地区 】

　このコーナーでは、市民の皆さまの
まちづくりに対する思いを紹介します。

　掲載を希望する方は、お気軽に二戸

市議会事務局へご連絡ください。

 下の●に当てはまる数字を入れてください。

▪ 応募方法　
　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会へのご意見や議会だよ
りを読んだ感想などを必ずご記入のうえ、ハガキやファックス、
電子メールにてご応募ください。正解者の中から抽選で５人に二
戸市共通商品券 1,000 円分をお贈りします。当選者の発表は発送
をもって代えさせていただきます。
※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介させていただくこ

とがありますのでご了承ください。（ 氏名非公開 ）
▪ あて先
  〒 028-6192    二戸市福岡字川又 47　　　
　                             二戸市議会事務局  議会だより係　
               FAX：23-1633   /   メール： gikai@city.ninohe.iwate.jp

▪ 締切　
　令和 3 年 9 月 30 日（木）　※ 当日消印有効　　　　

本会議は当日の受付で傍聴できます。傍聴を希望する場合は、議会開催日に

市役所３階へお越しください。車椅子をご利用の方も傍聴可能です。

また、市役所および浄法寺総合支所の１階ホールでは、テレビで議会中継を

見ることができます。　       ※  6 月定例会の傍聴者は、 32 人 （延べ）でした。

【  現在、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、マスクの着用、傍聴人数の制限（最大９名迄）をお願いしています。 】


